
 

 

 

小学校の模擬授業体験（架け橋期の取組）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

～子どもの学びと育ちを支え、質の高い幼児教育･保育を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

 つ む ぐ Ｎｏ，８８ 

令和８年３月 27日発行 袋井市幼児教育センター 

幼児教育センターだより『つむぐ』では、市内の幼稚園や保育所（園）こども園

での実践の様子などを紹介しています。 

 

袋井市教育委員会  幼児教育センター ℡：８６－３３３０  

 

絵本の読み聞かせ。 

「とのさま 1年生」 

写真掲載園  

今井幼稚園 

  

小学校の先生が幼稚園で模擬

授業を行いました。 

子どもたちは、「小学校の勉強が

できる。」と先生の来園を楽しみ

にしていました。 

先生の温かな話術に引き込ま

れ、親しみをもって関わったり、

一緒に楽しんだり、学校で大事な

ことを教わり体験することがで

きました。 

「鉛筆で書いたことが楽しかっ

た。」「学校のことをいろいろ教え

てもらったのが楽しかった。」と

いう感想が聞かれました。 

4 月の入学、学校で先生との

再会が楽しみになった貴重な時

間となりました。 

小学校の授業の終わりの挨拶を

教わりました。「ありがとうござ

いました。」 おじぎ１，２，３。 

「“目”でよく見てね」。 

「見ているかな？テストをする

よ。先生の手が合わさったら、

手を叩いてね。」 
「“耳”も、しっかり働かせてね。」 

「みんな、手を挙げて。」 

なぞりがき れんしゅう。 

「鉛筆を持って、線をなぞって

みよう。」 「中指は枕にしてね」 

「楽しかったね。４月に

小学校で待っている

よ。」 


